
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

二

第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
等
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

又
は
同
一
の
事
業
の
目
的
に
供
す
る
た
め
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る

農
地
若
し
く
は
そ
の
農
地
と
併
せ
て
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
農
地
法

第
三
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
権
利
を
取
得
す
る
行
為
に
係
る
輸

出
事
業
計
画
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
八
十
七
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
十
七
の
三

輸
出
証
明
書
に
係
る
登
録
発
行
機
関
の
登
録
又
は
施
設
認
定
農
林
水
産
物
等
の
適
合
施
設
に

係
る
登
録
認
定
機
関
の
登
録

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
令
和
元
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
（
登
録

発
行
機
関
の
登
録
）
の
登
録
発
行
機
関
に
係
る
登
録
（
更

新
の
登
録
を
除
く
。）

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九
万
円

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
四
項
の
登
録
認
定
機
関
に
係
る
登
録
（
更
新
の

登
録
を
除
く
。）

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
九
万
円

総
務
大
臣

金
子

恭
之

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
）

第
四
条

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る

施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取

得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
が
障
害
者
で

な
い
者
に
よ
る
情
報
の
十
分
な
取
得
及
び
利
用
並
び
に
円
滑
な
意
思
疎
通
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

つ
つ
、
当
該
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
五
条

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
が
そ
の
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し

及
び
利
用
し
並
び
に
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方

公
共
団
体
が
実
施
す
る
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
の
責
務
）

第
六
条

国
民
は
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
十
分
な
取
得
及
び
利
用
並
び
に
円
滑
な
意
思
疎
通
の
重
要
性
に
関
す
る
関

心
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
者
相
互
の
連
携
及
び
協
力
）

第
七
条

国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思

疎
通
に
係
る
施
策
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
障
害
者
等
の
意
見
の
尊
重
）

第
八
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
を
講
ず

る
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
、
障
害
児
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
五
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
五
十
号

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
十
条
）

第
二
章

基
本
的
施
策
（
第
十
一
条

第
十
六
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
全
て
の
障
害
者
が
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し
及
び
利
用
し
並
び
に
円
滑
に
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並

び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
等
に
よ
り
、障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、も
っ

て
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
者
」
と
は
、
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第

一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
旨

と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
手
段
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
障
害

の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
た
手
段
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

全
て
の
障
害
者
が
、
そ
の
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
そ
の
必
要
と

す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し
及
び
利
用
し
並
び
に
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

障
害
者
が
取
得
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
、
障
害
者
で
な
い
者
が
取
得
す
る
情
報
と
同
一
の
内
容
の

情
報
を
障
害
者
で
な
い
者
と
同
一
の
時
点
に
お
い
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四

デ
ジ
タ
ル
社
会
（
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ

ル
社
会
を
い
う
。）に
お
い
て
、
全
て
の
障
害
者
が
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
及
び
情
報
通
信
技
術

の
活
用
を
通
じ
、
そ
の
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し
及
び
利
用
し
並
び
に
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。


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